
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪府立堺上高等学校 保健室 2023年 12月 1日発行 

何かと気忙しい 12月に入りましたね。慌ただしい毎日ですが、事故やケガに

は気をつけて、元気に年越しができるようにしたいですね。そして、もうすぐ冬

休みですね。長い休みは生活リズムが崩れやすいです。特に年末年始は楽しいこ

とがたくさんで、夜更かししたくなってしまう人も多いのではないでしょうか。

冬休み中も早寝・早起き・朝ごはんを心がけて、休み明け元気な姿を見せてくだ

さいね。 

 

 

 

 

 



 

  

未成年者がお酒を飲んではいけない３つの理由 
１．脳や肝臓やその他の臓器に障害が起こりやすくなる 

20歳頃までの脳は、成長・発達段階にあります。アルコールにより 

脳の神経細胞が破壊され、記憶力、思考力、意欲などの低下が起こり 

ます。また、成年者はアルコール分解酵素の働きが未発達で、体内に

アルコールが長時間残るため、全身の様々な臓器に悪影響を与えま

す。 

２．二次性徴に必要な性ホルモンの分泌異常が起こるおそれがある 

女性の場合、生理不順や無月経になることがあります。男性の場合男

性ホルモンが減少し、身体のトラブルが発生します。 

３．アルコール依存症になりやすくなる 

飲酒開始年齢が早いほど、成人になってから大量飲酒になりやすく、

依存症になる危険性が高くなります。 

（文部科学省 健康啓発教材より） 

 

 

 

 

たばこによる健康被害について 

 

英国で中学生を対象として、たばこを吸う者と吸わない者を追跡調査し

た結果では、たばこを吸わない者に比べて、吸い続けている者は、せき、息

切れ、たんの自覚症状を訴える割合が高くなりました。特に、せきとたん

ではたばこを吸う年数が長くなるほど、自覚症状を訴える割合が高くなっ

ていることが分かります。 

この結果からわかるように、体に様々な悪影響が出ることがわかります。

また、長い間吸い続けると、さらにその影響は深刻になっていきます。そ

のため、20歳未満の喫煙は法律で禁止されています。 

（文部科学省 健康啓発教材より） 


